
次
の
各
文
の
　
　
　
線
部
に
対
応
す
る
被
修
飾
語
を

、
一
文
節
で
答
え
な
さ
い

。
ま

た

、
　
　
　
線
部
が
連
体
修
飾
語
な
ら
Ａ

、
連
用
修
飾
語
な
ら
Ｂ
と

、
そ
れ
ぞ
れ
答

え
な
さ
い

。

・
公
園
で

、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ

。

　
　
　
　
　
　
　
　
文
節

(

　
　
　
　
　
　

)

　
修
飾
語
の
種
類

(

　
　
　

)

　・
長
い
彼
女
の
髪
は

、
彼
女
の
宝
物
だ
そ
う
だ

。

　
　
　
　
　
　
　
　
文
節

(

　
　
　
　
　
　

)

　
修
飾
語
の
種
類

(

　
　
　

)
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前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
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次
の
文
章
か
ら
独
立
語
を
抜
き
出
し

、
そ
の
意
味
を
後
か
ら
選
び
ま
し
ょ
う

。

 ・

（
　
　
　

）
エ
ジ
プ
ト

、
そ
こ
は
時
間
の
流
れ
が
止
ま

っ
た
よ
う
な
所
だ

。

・

（
　
　
　

）
い
い
え

、
そ
の
件
に
つ
い
て
は
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん

。

・

（
　
　
　

）
あ
あ

、
こ
れ
で
今
年
の
テ
ス
ト
も
終
わ
り
だ

。

・

（
　
　
　

）
ね
え

、
明
日
例
の
美
術
館
に
行

っ
て
み
な
い

。

 　
　
ア

、
感
動
　
　
イ

、
応
答
　
　
ウ

、
呼
び
か
け
　
　
エ

、
提
示

次
の
各
文
の
主
語
に
　
　
　
線
を
引
き
な
さ
い

。

・
僕
は
　
ま
ち
が

っ
て
い
な
い
と
　
思
う

。

　・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
　
町
の
　
ま
ん
中
に
　
現
れ
た

。

・
袋
の
　
中
身
は
　
り
ん
ご
だ

っ
た

。

・
宝
物
が
　
道
い

っ
ぱ
い
に
　
転
が

っ
て
し
ま

っ
た

。

例
に
な
ら

っ
て

、
次
の
各
文
の
主
語
に
は
　
　
　
線
を

、
述
語
に
は
　
　
　
線
を
つ

け
な
さ
い

。

　
例
　
兄
は
ゆ

っ
く
り
と
歩
い
た

。

・
子
ど
も
が
　
健
や
か
に
　
育
つ

。

・
熊
が
　
干
潟
で
　
貝
を
　
拾
う

。

・
先
生
た
ち
が
　
廊
下
を
　
掃
除
す
る

。



次
の
各
文
の
　
　
　
線
部
に
対
応
す
る
被
修
飾
語
を

、
一
文
節
で
答
え
な
さ
い

。
ま

た

、
　
　
　
線
部
が
連
体
修
飾
語
な
ら
Ａ

、
連
用
修
飾
語
な
ら
Ｂ
と

、
そ
れ
ぞ
れ
答

え
な
さ
い

。

・
公
園
で

、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ

。

　
　
　
　
　
　
　
　
文
節

(

　
遊
ぶ
　
　
　

)

　
修
飾
語
の
種
類

(

　
B
　

)

　・
長
い
彼
女
の
髪
は

、
彼
女
の
宝
物
だ
そ
う
だ

。

　
　
　
　
　
　
　
　
文
節

(

　
髪
は
　
　
　

)

　
修
飾
語
の
種
類

(

　
A
　

)
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次
の
文
章
か
ら
独
立
語
を
抜
き
出
し

、
そ
の
意
味
を
後
か
ら
選
び
ま
し
ょ
う

。

 ・

（
　
エ
　

）
エ
ジ
プ
ト

、
そ
こ
は
時
間
の
流
れ
が
止
ま

っ
た
よ
う
な
所
だ

。

・

（
　
イ
　

）
い
い
え

、
そ
の
件
に
つ
い
て
は
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん

。

・

（
　
ア
　

）
あ
あ

、
こ
れ
で
今
年
の
テ
ス
ト
も
終
わ
り
だ

。

・

（
　
ウ
　

）
ね
え

、
明
日
例
の
美
術
館
に
行

っ
て
み
な
い

。

 　
　
ア

、
感
動
　
　
イ

、
応
答
　
　
ウ

、
呼
び
か
け
　
　
エ

、
提
示

次
の
各
文
の
主
語
に
　
　
　
線
を
引
き
な
さ
い

。

・
僕
は
　
ま
ち
が

っ
て
い
な
い
と
　
思
う

。

　・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
　
町
の
　
ま
ん
中
に
　
現
れ
た

。

・
袋
の
　
中
身
は
　
り
ん
ご
だ

っ
た

。

・
宝
物
が
　
道
　
い

っ
ぱ
い
に
　
転
が

っ
て
し
ま

っ
た

。

例
に
な
ら

っ
て

、
次
の
各
文
の
主
語
に
は
　
　
　
線
を

、
述
語
に
は
　
　
　
線
を
つ

け
な
さ
い

。

　
例
　
兄
は
ゆ

っ
く
り
と
歩
い
た

。

・
子
ど
も
が
　
健
や
か
に
　
育
つ

。

・
熊
が
　
干
潟
で
　
貝
を
　
拾
う

。

・
先
生
た
ち
が
　
廊
下
を
　
掃
除
す
る

。


